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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 8,405 △4.7 △919 － △927 － △595 －

2025年３月期中間期 8,820 △5.4 △887 － △904 － △653 －
(注) 包括利益 2026年３月期中間期 △704百万円( －％) 2025年３月期中間期 △490百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 △107.96 －

2025年３月期中間期 △118.48 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 19,493 3,600 18.5 651.31

2025年３月期 20,000 4,376 21.9 793.80
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 3,600百万円 2025年３月期 4,376百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2026年３月期 － 0.00

2026年３月期(予想) － 14.00 14.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,886 4.8 450 264.9 424 302.0 235 － 42.67
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 5,531,006株 2025年３月期 5,516,335株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 2,678株 2025年３月期 2,678株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 5,516,944株 2025年３月期中間期 5,513,657株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）
2025年11月13日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日まで）におけるわが国経済は、個人消費の持ち直し

やインバウンド需要を含む外需の堅調さを背景に緩やかな回復基調を示したものの、物価上昇の長期化や海外情

勢の不安定性から、先行きには依然として不透明感が残る状況となりました。

このような状況の中、当社グループでは、「日本文化をもっと身近にする」、「私たちのおもてなしを世界に

広げる」、「世の中を楽しく変えていく」という経営理念のもと、組織体制の再構築をはじめとしたコスト構造

の見直しによる投資効率の改善と、イベントの開催や社会貢献活動の実施による将来への基盤づくりをすすめて

まいりました。

(和装事業)

和装事業におきましては、2025年４月にJTS事業本部とオンディーヌ事業本部を統合し、「和装事業本部」に集

約することを通じて、経営資源の効率的な配分および業務体制の最適化を行いました。同時に、積極的な広告施

策を通じ、商品の魅力発信に取り組み、安定した受注の確保に努めました。

当中間連結会計期間では、プライベートブランド商品が好調であったこともあり、受注は前中間連結会計期間

を上回る実績となりました。しかしながら、顧客ニーズが「購入」から「レンタル」へとシフトしたことや、顧

客への納品時期の問題もあり、売上高は6,673,552千円（前中間連結会計期間比2.7％減）、セグメント損失は

147,128千円となりました。

なお、当中間連結会計期間末の受注残高は、6,326,689千円（前中間連結会計期間末比9.3％増）となっており

ます。

(ウエディング事業)

ウエディング事業におきましては、国内では、式場で各種イベントを開催することで、将来の顧客接点の拡大

を図りました。結婚式においては、より高付加価値のサービスの提供により単価向上を図るとともに、コスト削

減により収益性の向上に取り組みました。しかしながら、施行組数が減少したことにより、売上高は前中間連結

会計期間を下回る実績となりました。中国では、１組あたりの施行単価および施行組数が減少し、売上高は前中

間連結会計期間を大きく下回りました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は1,732,110千円（前中間連結会計期間比11.8％減）、セグメント損失

は403,785千円となりました。

なお、当中間連結会計期間末の受注残組数は、1,045組（前中間連結会計期間末比1.1％減）となっておりま

す。

(全社)

上記の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高8,405,662千円（前中間連結会計期間比4.7％減）、営業損

失919,154千円、経常損失927,592千円、沖縄リゾートウエディング事業に係る固定資産売却益を計上したことな

どにより、親会社株主に帰属する中間純損失は595,581千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間の総資産は19,493,482千円（前連結会計年度比2.5％減）となりました。

流動資産の残高は10,584,997千円（前連結会計年度比2.9％増）となりました。これは主に売掛金が180,591千

円減少した一方で、現金及び預金が348,640千円、仕掛品が125,107千円増加したことによります。

固定資産の残高は8,908,485千円（前連結会計年度比8.3％減）となりました。これは主に土地が456,669千円、

建設仮勘定が364,369千円減少したことによります。

負債につきましては15,892,801千円（前連結会計年度比1.7％増）となりました。

流動負債の残高は13,361,769千円（前連結会計年度比4.1％増）となりました。これは主に買掛金が104,742千

円、短期借入金が660,000千円、その他が164,978千円減少した一方で、前受金が1,433,092千円増加したことによ

ります。

固定負債の残高は2,531,031千円（前連結会計年度比9.1％減）となりました。これは主に長期借入金が251,488

千円減少したことによります。

純資産につきましては3,600,681千円（前連結会計年度比17.7％減）となりました。これは主に親会社株主に帰

属する中間純損失595,581千円を計上したこと、為替換算調整勘定が109,037千円減少したこと、配当金77,191千

円を支払ったことによります。
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② キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は1,231,447千円となりまし

た。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は620,552千円となりました。これは主に税金等調整前中間純損失789,197千円、

有形固定資産売却益176,809千円、棚卸資産の増加額132,459千円があった一方で、減価償却費281,043千円、前受

金の増加額1,444,013千円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果増加した資金は675,668千円となりました。これは主に定期預金の預入による支出714,640千円、

固定資産の取得による支出264,669千円があった一方で、定期預金の払戻による収入619,965千円、有形固定資産

の売却による収入1,035,595千円があったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は990,843千円となりました。これは主に長期借入れによる収入100,000千円があ

った一方で、短期借入金の減少額660,000千円、長期借入金の返済による支出343,867千円、配当金の支払額

77,171千円があったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月13日の「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました、2026年３月期の通期

連結業績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,766,169 5,114,809

売掛金 982,852 802,261

商品 2,075,817 2,085,480

レンタル商品 1,359,986 1,386,355

仕掛品 466,264 591,371

原材料及び貯蔵品 126,834 97,894

その他 585,349 580,304

貸倒引当金 △73,480 △73,480

流動資産合計 10,289,794 10,584,997

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,687,553 5,502,631

土地 1,320,750 864,081

建設仮勘定 364,691 322

その他（純額） 239,580 247,487

有形固定資産合計 7,612,576 6,614,523

無形固定資産

ソフトウエア 99,663 99,058

その他 79,191 87,300

無形固定資産合計 178,855 186,358

投資その他の資産

投資有価証券 100,000 100,000

出資金 20 20

敷金及び保証金 1,314,052 1,286,639

繰延税金資産 496,478 712,582

その他 9,056 8,360

投資その他の資産合計 1,919,607 2,107,602

固定資産合計 9,711,039 8,908,485

資産合計 20,000,834 19,493,482
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 819,690 714,948

短期借入金 4,040,000 3,380,000

１年内返済予定の長期借入金 677,732 685,353

未払金 447,333 485,174

未払費用 332,552 313,592

未払法人税等 44,843 22,609

前受金 6,160,487 7,593,579

預り金 61,057 74,413

賞与引当金 1,320 1,188

その他 255,888 90,910

流動負債合計 12,840,905 13,361,769

固定負債

長期借入金 1,255,959 1,004,471

資産除去債務 477,946 476,005

繰延税金負債 1,033 912

退職給付に係る負債 630,350 653,787

その他 417,898 395,854

固定負債合計 2,783,187 2,531,031

負債合計 15,624,092 15,892,801

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 52,875

資本剰余金 1,978,533 1,981,408

利益剰余金 2,152,732 1,479,959

自己株式 △17 △17

株主資本合計 4,181,247 3,514,225

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 195,493 86,455

その他の包括利益累計額合計 195,493 86,455

純資産合計 4,376,741 3,600,681

負債純資産合計 20,000,834 19,493,482
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 8,820,511 8,405,662

売上原価 3,379,368 3,181,872

売上総利益 5,441,142 5,223,790

販売費及び一般管理費 6,328,838 6,142,944

営業損失（△） △887,696 △919,154

営業外収益

受取利息及び配当金 5,313 2,610

受取手数料 776 1,024

為替差益 － 10,624

その他 7,255 6,528

営業外収益合計 13,345 20,787

営業外費用

支払利息 16,089 27,390

為替差損 11,871 －

その他 2,257 1,834

営業外費用合計 30,218 29,225

経常損失（△） △904,568 △927,592

特別利益

固定資産売却益 867 176,809

特別利益合計 867 176,809

特別損失

固定資産除却損 6,060 509

減損損失 － 37,904

特別損失合計 6,060 38,413

税金等調整前中間純損失（△） △909,761 △789,197

法人税、住民税及び事業税 23,074 22,609

法人税等調整額 △279,577 △216,224

法人税等合計 △256,502 △193,615

中間純損失（△） △653,259 △595,581

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △653,259 △595,581
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純損失（△） △653,259 △595,581

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,605 －

為替換算調整勘定 165,910 △109,037

その他の包括利益合計 162,304 △109,037

中間包括利益 △490,954 △704,619

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △490,954 △704,619

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △909,761 △789,197

減価償却費 254,136 281,043

減損損失 － 37,904

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,078 23,437

賞与引当金の増減額（△は減少） △159 △132

受取利息及び受取配当金 △5,313 △2,610

支払利息 16,089 27,390

為替差損益（△は益） 11,871 △10,624

固定資産除却損 6,060 509

有形固定資産売却損益（△は益） △867 △176,809

売上債権の増減額（△は増加） 243,646 180,591

棚卸資産の増減額（△は増加） △91,425 △132,459

仕入債務の増減額（△は減少） △157,353 △97,859

未払費用の増減額（△は減少） △73,206 △18,996

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,290 △50,430

前受金の増減額（△は減少） 832,501 1,444,013

その他 △89,865 △27,484

小計 △31,858 688,286

利息及び配当金の受取額 5,212 2,607

利息の支払額 △17,767 △26,386

法人税等の支払額 △44,457 △43,954

営業活動によるキャッシュ・フロー △88,872 620,552

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △404,870 △714,640

定期預金の払戻による収入 341,771 619,965

固定資産の取得による支出 △427,764 △264,669

有形固定資産の売却による収入 3,013 1,035,595

投資有価証券の取得による支出 △100,000 －

貸付金の回収による収入 1,494 166

その他 △48,029 △747

投資活動によるキャッシュ・フロー △634,386 675,668

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 670,000 △660,000

リース債務の返済による支出 △11,218 △9,805

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △338,720 △343,867

配当金の支払額 △154,190 △77,171

財務活動によるキャッシュ・フロー 265,871 △990,843

現金及び現金同等物に係る換算差額 89,799 △52,227

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △367,587 253,150

現金及び現金同等物の期首残高 1,361,969 978,297

現金及び現金同等物の中間期末残高 994,382 1,231,447
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,856,479 1,964,031 8,820,511 － 8,820,511

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 6,856,479 1,964,031 8,820,511 － 8,820,511

セグメント損失(△) △151,589 △338,271 △489,861 △397,835 △887,696

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△397,835千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は中間連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,673,552 1,732,110 8,405,662 － 8,405,662

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 6,673,552 1,732,110 8,405,662 － 8,405,662

セグメント損失(△) △147,128 △403,785 △550,914 △368,240 △919,154

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△368,240千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は中間連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「和装事業」セグメントにおいて、店舗の撤退を決定したことにより、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期

間においては、37,904千円であります。


